
平成２８年度 郷土を愛する心を育む教育についての取組 有田工業高等学校 定時制

有田工業高校の特徴や誇れるもの

・有田工業高校は今年で開校117年目となる伝統校です。
・定時制課程は昭和39年に設置され、平成26年に創立50周年

を迎えました。卒業生は1,225人（平成28年3月時点）です。
また、社会人を対象とした聴講生制度を有し、意欲ある社
会人の方々の学びの場ともなっています。

・本校が立地する有田町は、古くからやきものの町として
世界的に有名で、毎年5月に行われる『有田陶器市』には、
100万人を超える観光客が訪れます。
2016年は有田焼創業400年の年で、町内を始め県内外で400
年記念イベントや陶磁器の展覧会が開催されました。

地域奉仕活動

・年2回、5月（有田陶器市後）と3月
に、日頃お世話になっている地域へ
の感謝の気持ちを込め、学校近辺の
清掃活動を行っています。

開校記念行事

・5月に開校記念行事として講演会を
実施しています。今年は、全日制
卒業生で陶芸家の森山氏を招き、
「制作を通して広がる自分の世界
観」について講演いただきました。

学校所在地 ： 西松浦郡有田町桑古場乙2902
連 絡 先 ： 0955-42-3136
生 徒 数 ： 58名

『有田焼創業400年記念風鈴展』への参加

・有田焼創業400年記念行事で開催された『有田焼創業400年
記念風鈴展』（依頼：有田一番館）に定時制全体で取り組
み、風鈴制作（絵付け）を行いました。
生徒一人ひとりが、創業400年を祝うメッセージや自分の
好きな絵柄を風鈴に描きました。
風鈴は有田駅前の有田一番館に10月1日から11月30日まで
展示され、有田を訪れた多くの人に見てていただくことが
できました。

学校の誇れるものの紹介

課題研究発表会卒業制作展


